




















研究の目的ならびに方法

　地域における母子保健活動を効果的に展開する方策はいろいろ想定されるが,

今日そのための有効な対策として,各種資源を有機的に連結せしめ,サービス需

要者に対して必要かつ十分な技術提供を整えていこうとするいわゆるシステム

化構想があげられる。しかし今日のシステム計画の大部分は,技術提供側の連

携を中心としたいわゆるハード・システムに止っており,サービス需要者はあ

くまで対象として存在するにすぎない欠陥をもつ。


